
＜ 春の校庭で生きもの観察 ～①花に来る虫たち＞
かんさつ

久しぶりです。今回は、４月中下旬に向台小３年生と観察した、花とそこに来る虫たちを紹 介します。
ひさ かんさつ しょうかい

ビオトープの近くで、(セイヨウ)カラシナの花が咲
さ

いていました。アブラナに似ていますが、葉のつき方や花
に

の形などがちがいます。甘いかおりにさそわれて、ハチや
あま

チョウがみつを吸っていました。まわりでは親せきのナ
す しん

ズナが白い小さな花をたくさん咲かせ、ハナアブの仲間
さ な か ま

がみつや花粉をなめていました。
か ふ ん
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カラシナ(左)とその花(右上)、みつを吸うハチ(右下)。
す

ナズナ(左)と、そのみつや花粉をなめるナミホシヒラタアブ(右)。
かふん



ノゲシも、校舎のふちやまんまる池のまわりに咲い
こうしゃ さ

ていました。小さなハチが口先をのばし、みつを吸って

いました。校庭内を歩くと、これと似てヨーロッパから
に

やってきたオニノゲシや、それとの中間のアイノノゲシ

も見られます。オニノゲシの葉のトゲは、つかもうとす
は

ると痛いです。そっとにぎって、さがしてみましょう。
いた

こちらも黄色い花で、つくりもノゲシとよく似ていますね。同じ「キク科」とよばれるグループに仲間
に か な か ま

分けされます。ハチやハナアブの仲間が、みつや花粉を求めてやって来ていました。ところでハナアブ
な か ま か ふ ん もと

とハチはパッと見てよく似ていますが、ハナアブはハエに近い仲間でハチとはずいぶんと大きな違いが
に な か ま ちが

あります。どこが違うでしょう？ 根もとには、ヒシバッタがいました。小さいけれどこれでも大人。
ちが お と な

ノゲシ(左)と、そのみつを吸うハチ(右)。
す

セイヨウタンポポ(左上)とみつを吸うハチ(右上)、みつや花粉をなめるシマハナアブ(左下)、
す かふん

根もとにかくれるヒシバッタ(右下)。



こちらは青い小さな花、オオイヌノフグリ。左の写真を見る
しゃしん

と、その左上にもっと小さな似た花がありますね。こちらはタ
に

チイヌノフグリ。どちらもヨーロッパからやってきた、日本に

はもともととなかった植 物です。この花にもミツバチやハナア
しょくぶつ

ブの仲間など、いろいろな昆 虫がみつや花粉を求めてやって来
な か ま こんちゅう か ふ ん もと

ます。この日はビロードツリアブというアブと、ハナアブの仲間
な か ま

でナミホシヒラタアブ、シジミチョウの仲間でベニシジミと
な か ま

ルリシジミが来ていました。ビロードツリアブの成 虫は春に
せいちゅう

しかあらわれず、幼 虫はヒメハナバチの幼 虫やさなぎに寄生す
ようちゅう ようちゅう き せ い

るそうです。

ルリシジミは、もうすぐ咲きだしそうなフジなどでも見られま
さ

した。教科書のヤマトシジミはパッと見ると似ていますが、羽の
に はね

もようや目の色などが違います。くらべてみましょう。
ちが

← オオイヌノフグリとタチイヌノフグリ。どちらもヨーロッパから来た。

オオイヌノフグリのみつや花粉をなめるビロードツリアブ(上2枚)とナミホシヒラタアブ(左下)、みつを吸い
かふん す

に来たベニシジミ(右下)。

咲きだしそうなフジにとまるルリシジミ(左)。土上にも(右)。
さ



次はむらさき色の花、ホトケノザ。変わった形

の花ですが、この仲間はどれもこんな花、ハーブの
な か ま

ミントなども同じ仲間です。茎が四角いことや、葉
な か ま くき は

をもむと匂いがあることなども共 通の特ちょうで
にお きょうつう

すね。仲間のヒメオドリコソウとともに、ハチ
な か ま

やハナアブの仲間がよく来ます。
な か ま

最後に白い花でコハコベ。

仲間のオランダミミナグサととも
な か ま

に、ハエやハナアブの仲間がよく
な か ま

みつや花粉をなめにきます。
か ふ ん

おまけに、それらの虫たちを

待ちぶせて食べるクモの仲間。ク
ま な か ま

モはあみをはるものばかりではな

いのです。【理科支援員：宮内】

シソ科の仲間、ホトケノザ(左上)と、そのみつや花粉をな
か なかま かふん

めるナミホシヒラタアブ(右)。

同じシソ科の仲間、ヒメオドリコソウに来たハチ(左下)。
か なかま

コハコベ(左)と、その

みつや花粉をなめる
かふん

ハエ(右)。

花や葉のかげで、えものを待ちぶせるネコハエトリ(左)、コハナグモ(中)、コモリグモ(右)。
は ま


